　今月の花「モクレン（木蓮）」
春は名のみ、さすが射す陽射しは日ごとに強さを感じるものの野を吹く風はまだ冷たい、そんな日もある季節に大きな花を開くのがモクレンである。同じ時期に花開くコブシは花弁が細く、垂れ気味に開くので何となくひ弱な感じに見えるが、青空に花を突き上げるように咲くモクレンには正に春の息吹を感じさせられる。一般に巷でモクレンという場合には白花のハクモクレンを指す場合が多いが、学術的にはシモクレン（紫木蓮）と言われている種が「モクレン」である。両者は単に花色が違うだけではなく、全く異なる種である。
紫色の花をつける「モクレン」（木蓮、木蘭、Magnolia quinquepeta ）は、モクレン目

 HYPERLINK "https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A2%E3%82%AF%E3%83%AC%E3%83%B3%E7%A7%91" \o "モクレン科" モクレン科モクレン属の落葉低木。花が紫色であることから、シモクレン（紫木蓮）の別名もある。ハネズ、モクレンゲと呼ばれることもある。昔は「木蘭（もくらん）」と呼ばれていたこともあるが、これは花がランに似ていることに由来する。今日では、ランよりもハスの花に似ているとして「木蓮（もくれん）」と呼ばれるようになった。中国南西部（雲南省、四川省）が原産地であるが、英語圏に紹介された際に、Japanese magnolia と呼ばれたため、日本が原産国だと誤解されている場合がある。
樹高は４～５ｍほどの中高木で、株立ちになりやすくやや横に広がります。樹皮は灰白色で滑らか。　葉は互生で、広卵型、長さ８～１０ｃｍ、先は尖ります。花期は春（３～４月頃）、葉の展開と同時に開花。花色は外側が濃い紅色から桃色で直径１０ｃｍほど、外側の花被片はやや小さく萼状、内側の６枚は花弁状であまり開かない。雄蕊と雌蕊は円錐状の花床に多数が螺旋状につきます。上方の雌蕊は花が開く前から反り返り、開花後１日程度で花床に臥します。代わって下方の雄蕊が開き花粉を出します。（雌性先熟）花は上品な強い芳香を放ちます。
果実は袋果の集まった集合果で、成熟すると袋の背面が割れて赤い種子（赤いのは仮種皮）が白い糸状の珠柄の先にぶらさがります。
　　　　　　　　　         April.2017.NKC
同じ属で、白い花を早春に咲かせるのがハクモクレン（白木蓮）です。ハクモクレン（Magnolia heptapeta）も原産地は中国、落葉高木で、樹高は１５ｍ以上の高木になります。樹皮は灰白色で平滑。葉はモクレンよりは大型で、葉身は１０～１８ｃｍ、最大幅は先寄り、丸みが強い形で葉先が突き出て目立ち、縁はあまり波立たない。こちらは、葉の展開前に白い花弁は全開し、径１５ｃｍほどにもなります。９枚の花被片はほぼ同じ形で、萼、花弁の区別がつきにくくなっています。本種も円錐状の花床に上方に雌蕊、下方に雄蕊がらせん状に配列し、雌蕊が先熟するのはモクレンに同じです。果実は、幾つかの袋果がまとまった集合果で、棒状となり、種子の入った袋果は１０月ごろに熟し開裂すると、それぞれの袋果の部分から赤い種子が長くのびた白い糸状の珠柄の先にぶら下がります。
モクレン類は被子植物では古い植物であり、９５００万年前から既に地上に生えていたと言われています。
　よくモクレンの花については「開花が北向きならば気候が順調」は開花時に晴天の日が続けば蕾の先は北を指すと同義語。冬芽の衣も脱いだ モクレンやハクモクレンの蕾では成長が早い為、日光の当たる側(南側)の方がより成長し、伸びるので結果として蕾の先は北向きとなります。雨天や曇天が続いた時期に蕾が生長したら北向きにはならなでしょうね。昔の人は良く見てますね。
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